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会員の活動報告
(1993年11月~1994年10月）
伊川 徹
既成のビデオを使ったフランス語の授業（第8回関西フランス語教育研究会
〔Les8" Rencontres]口頭発表，於ホテル大阪ガーデンパレス， 1994年3月）
フランス文学よもやま話（第27回日本バーナ研究会口頭発表，於三井アーバンホ
テル大阪ベイタワー， 1994年5月）
伊地智均
17世紀初期の青春群像にみる危機意識＿喜劇『ロワイヤル広場』考ー（『危機
を読むモンテーニュからバルトまで』（伊地智均監修）白水社， 1994年5月）
学問の無常なること＿「クラシック」と「バロック」をめぐって＿（関西大
学仏文学会口頭発表， 1993年12月）
近江康則
Les Tresors du Musee Sank6kan(6) (Bulletin Trimestriel TENRIKYO 
N°13, 1993年11月）
Les Tresors de la Bibliotheque de Tenri (7) (Bu~letin Trimestriel 
TENRIKYO N°14, 1994年2月）
Les Tresors du Musee Sank6kan (7) (Bulletin Trimestriel TENRIKYO 
N°15, 1994年5月）
Les Tresors de la Bibliotheque de Tenri (8) (Bulletin Trimestriel 
TENRIKYO N°16, 1994年8月）
小方厚彦
16世紀フランス語における否定表現 (II)- Gargantuaについて＿（『関西
大学文学論集』第43巻第2号， 1993年12月）
北野文英
ベルクソニスムの出発点（関西大学仏文学会口頭発表， 1993年12月）
関谷一彦
18世紀におけるエロティックなエクリチュールの危機一ークレビヨン・フィス，
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ディドロ，サドー（『危機を読むモンテーニュからバルトまで』白水社， 1994年
5月）
武本雅嗣
S•V•Adj. 型構文一副詞的機能を持つ形容詞一（日本フランス語学会談話
会口頭発表，於日本イタリア京都会館， 1993年1月）
S• V• Adj. 型構文一副詞的機能を持つ形容詞ー（関西大学仏文学会口頭発
表， 1993年12月）
Elle est sortie furieuse一間接属詞構文の機能と制約ーー（日本フランス語
フランス文学会春季大会口頭発表，於慶応義塾大学， 1994年5月）
太治和子
18世紀フランス語における前置詞＋関係代名詞について（関西大学仏文学会口頭
発表， 1993年12月）
田中寛一
ミシェル・フーコーにおける少年愛（『仏語・仏文学』第21号， 1993年12月）
中所聖一
サルトルにおける〈想像〉―-c.カストリアディスの視点から一（『仏語・仏
文学』第21号， 1993年12月）
想像力の危機と復権—サルトル，バシュラール カストリアディスをめぐって
-(『危機を読むモンテーニュからバルトまで』白水社， 1994年5月）
サルトルとバシュラールにおける《pate》のイマージュ（関西大学仏文学会口頭
発表， 1993年12月）
内藤義博
ルソーの音楽論その一―-《旋律の統一性》＿（大阪千代田短期大学『紀要』
第22号， 1993年12月）
女の歴史Il中世（第二章）（翻訳）（藤原書店， 1994年5月）
西山悦代
Apropos du《Presenthistorique》 en frani;:ais (『仏語・仏文学』第21号
1993年12月）
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平田重和
カミュの『異邦人』におけるユーモア的側面―ーカミュの『異邦人』解釈（その
四） (Etudes Camusiennesカミュ研究，創刊号， 1994年10月）
アルジェとオラン一A.カミュの小説の舞台を訪ねて (8)(『周辺』 13号， 1994
年3月）
アルベール・カミュ書誌 (1)(「周辺』 14号， 1994年10月）
カミュの『異邦人」におけるユーモア的側面―ーカミュの『異邦人』解釈（その
四）（日本カミュ研究会第19回例会口頭発表，於慶応義塾大学， 1994年5月）
山村嘉己
Rimbaudのいわゆる《見者の手紙》について（『仏語・仏文学』第21号， 1993
年12月）
Verlaineと女性（関西大学『人権問題研究室紀要』第28号， 1994年2月）
世界・ 日本キリスト教文学事典—ポードレールの項（教文館， 1994年 3 月）
研究余滴象徴主義 12第3章，象徴主義運動，運動の中の詩人たち 4. ヴィ
エレ・クリファンとスチュアート・ミル（関大生協『書評』 103号， 1993年11月）
研究余滴象徴主義 13第3章，象徴主義運動，運動の中の詩人たち 5. ジャ
ン・モレアスとアンリ・ド・レニエ（関大生協『書評』 104号， 1994年4月）
研究余滴 象徴主義 14第3章，象徴主義運動，運動の中の詩人たち 6. エミー
ル・ヴェルハーレンとベルギーの詩人たち（関大生協『書評』 105号， 1994年10月）
大学と女性（関西大学生の性差別意識調査）（共同）（関西大学『人権問題研究室
紀要』第29号， 1994年4月）
前号の『会員の活動報告』 (1991年11月~1993年10月）に報告漏れしたもの
ァイヌ民族調査報告（共同）アイヌ文化と教育の問題（関西大学『人権問題研究
室紀要』第26号， 1993年3月）
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後記
例年通り，本学会の研究発表会，総会および懇親会が12月17日千里山
学舎で開催された。研究発表会は下記の通りであるが，各発表ごとに活
発な質疑応答も行なわれて，実り豊かな会であった。
発表（於第 1 学舎 3 号館AV•A教室）
1. 北野文英 ベルクソニスムの曙—知性一
2. 新家桂 ランボーの斜面
3. 太治和子 Beauzeeの時制論一前未来について一一
4. 小方厚彦 古語研究上の問題点ー16世紀フランス語の場合一
本年，関西大学文学部は創設70周年を迎えたが， わがフランス文学科
もやがて4年後には50周年を迎えることになる。今後とも会員諸氏の一
層のご活躍を期待したい。
（小方）
関西大学仏文学会々則
1. 本会は関西大学仏文学会と称し，事務所を関西大学文学部フラン
ス文学科合同研究室に置く。
2. 本会はフランス語・フランス文学に関する研究および発表と， こ
れに関連する事業を行なうことを目的とする。
3. 本会は次の事業を行なう。
1. 機関誌「仏語・仏文学」およびその他の出版物の刊行
2. 研究会・講演会の開催
3. その他本会の目的にかなう事業
4. 本会はその目的に賛同する次の会員をもって構成する。
1. 関西大学文学部フランス文学科専任教員
2. 関西大学大学院文学研究科フランス文学専攻学生，およびその
卒業生
3. 関西大学文学部フランス文学科学生，およびその卒業生
5. 本会の目的を達成するため会費を納入する。
6. 本会に次の役員を置く。その任期は1年とし，重任を妨げない。
1. 会長 1 名
2. 委員 若干名
a. 企画委員
b. 編集委員
C. 庶務・会計委員
会長と委員によって委員会を構成し本会の実務の運用に当り会長
はこれを統括する。
7. 会員は機関誌「仏語・仏文学」等の配布をうけ，その他本会の行
なう事業に参加することができる。
8. 本会の重要事項は総会の議決による。
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